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N且 12 1991 年 2 月
日本薬史学会事務局

日本薬史学会総会ご案内
評議員会も同時開催一一

日時 1991 (平成 3) 年 4 月 20 日(土) 13:30-

場所 ・ 東京大学薬学部 3F会議室(文京区本郷 7-3- 1)

次第 13:30 - 1 4:00 総会 ・ 評議員会

1 4 ・ 00 -15: 00 総会講演

北川千恵子氏(サンド薬品糊)

15: 00 -

] 6: 00 -

総会にご出席を
評議員会同時開催

本学会の意志決定機能を持つ総会は，発足

当時より日本薬学会年会時lζ行なわれる習わ

しであり，旧会則でも，そのように記されて

いましfこ 。

しかし本学会も次第に拡大され.研究活

動に参加される方が，必ずしも日本薬学会々

員lζ限らず，従って高額の年会参加費を払っ

て入場することに問題が生じて参りました。

そ乙で，故野上寿 ・ 前会長の指導で， 日本

薬学会年会とは別l乙.本学会独自の企画で総

会を聞く乙とになりました。昨年度iζ会則を

改訂し昨年 4 月 7 日に第 l 回をそして本

年 4 月 20日(土)は第 2 回目であります。

「アジア地域における医療史J

会長就任講演。

懇親会.医学部図書館地下食堂

本年は，野上前会長のあとを受けて，東京

大学名誉教授の柴田承二先生より会長就任の

内諾を頂き，乙の総会の議を経て正式決定さ

れる運びになっております。

乙承知のように柴田先生は， 天然物化学を

専攻され. 薬史学との関わりは御祖父に当ら

れる柴田承桂先生が我が国薬学開祖の一人で

あり.また乙自身， 日本薬史学会産みの親で

ある朝比奈泰彦先生lζ師事されて，正倉院薬

物の研究にも手を染められま した。

今回，野上先生の急逝にあい，本薬史学会

の窮状を察して頂主会長就任を承知された

ものでした。 会員各位のと参加を待っており

ます。

なお，評議員会も同時に聞きます。評議員

の方々へは.改めてこ案内申し上げます。



〔紹介〕 薬事日報 7776号社説

薬史研究に関心を

日本薬史学会西部支部が発足した。会員の

少ない学会で，北陸・岐阜 ・愛知以西の西日

本全威の会員で構成するが， この地域の会員

は，わずか 1 05人。 しかも大阪， 京都，兵庫

の 3 府県で47人を占め，会員が O ま たは 1-

2 人だけの県が半数を超える 。 しかし先の設

立総会当日には， 三重 ・ 岐阜 ・ 岡山・松山な

ど遠橋地も含め約40人もの参加があり，嬉し

いス タ ー卜を切った。

残念なのは会長野上寿東大名誉教授の急逝

である 。 故人は支部発足を何よりの楽しみと

し札幌での日本薬学会年会への出席を見合

わせてまで支部設立総会 l乙出席しあいさつ

するはずであった 。 遺稿とな っ た故人の発会

式でのあいさつ原稿には薬の歴史から見

て西部支部の発足は当然である 。 奈良時代の

593年には聖徳太子が医薬に関連する四天王

寺を建立し療病院，施薬院を建て薬草栽培

も始められたし薬物の宝庫正倉院もあり，

推古帝が薬猟を始められた地でもある 。 近 く

は近代医学の幕開けの役割lを果たした適塾も

あるなど\関西は医薬のルーツ研究の格好の

地である。歴史を研究し過去の真実を知らな

いと ， 将来の予測も難しい 。 その意味で西部

支部発足の意義は深い"とい っ た趣旨の一節

があった。

日本薬史学会は昭和29年斯界の碩学 ・ 朝比

奈泰彦東大名誉教授を会長として発足した。

薬史研究が薬学の進歩発展に大きな貢献をす

ることは.以前から識者の認めていたところ

である 。 しかし薬史研究は個人の趣味に任さ

れており，先輩・有識者の発表の機会や組織

もな く貴重な研究成果は埋もれ.また薬学を

学三、人々は，自分の研究が薬学の中でとんな

位置を占めるかという点を見失いがちであっ

た。

そこで薬界が今まで歩んできた道を振り返

り ， 先輩の成果を批判 ・ 評価・整理し新た

な発展iζ資そうとの趣旨で設立されたもので

ある 。 以来40余年薬史研究の重要性は次第に

認識されつつあるが.薬学ー教育の中ではまだ

日陰の存在て\薬系大学で薬史学の講義をし

てい る例は殆んどない。薬学概論は方々で講

義されているが薬史研究にまで踏み込んでい

ない。 支部発会当日の宗田一氏と高島英伍氏

の記念講演でも.古典を読みその本質を見極

める乙との重要性が説かれたが1 この面lζ広

く 深く思いを致したい。

西部支部は米田該典氏(阪大助教授)を代表

とし山田久雄氏(薬史学会評議員)，藤井正

美氏(神戸学院大教授)，幡磨章一氏(薬史学

会評議員) を世話人とする支部役員を選ひ\

(第 6 ページへ続く)

海外の薬史学会紹介 (3)

H. A , BOSMAN' 
]ELGERSMA博士について

山田光男

先般発行された薬史学雑誌 Vo l. 25 , Nu 2 

(1990, 12 ) 84 ペー ジ lと掲載の英文報告 「オラ

ン夕、の医薬品の歴史W::就いて簡単に述べる。

著者の Dr.H. A. BOSMAN-]ELGERSMA 

はオランダ薬史学会長で， 19 85年発行の「 日

本薬史学会創立 30周年記念号J (Vol. 20, Nu 

1) 1ζ祝辞およびベネノレ y クス 3 国の医薬品

史の研究についての報告を寄稿して頂いてい

る知日家の学者である 。 1989年秋，本学会

の評議員である名古屋市大 ・ 喜谷喜徳名誉教

授がオランダに行かれる機会があったので，

ラ イデン大学の教授である同博士へのご挨拶

および薬史学誌への投稿をお顧し、した処，快

く引き受けて頂き， 乙の度の掲載となった次

第である 。

なお，同博士からは， 184 2年 lζ創立して

150年の歴史を持つ the KNMP (Royal 

Associat ion f or the Advancement of 

Pharmacy) の資料も送られてきている。

KNMPIL:よれば薬史研究会が 1953年に組織

され，約 200人の会員がいる とのととである。

内
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〔講座〕 薬の歴史のとらえ方

(9) 実学の興隆

元禄 - 享保期における実学の興隆は，商業

経済社会の進展 IC伴って，貨幣経済が農村 IC

浸透し農民的商品作物(換金作物)の加工

生産品を生み， 封鎖的 ・ 自給的領国経済の性

格を大きく変質させた。貨幣経済の全国化に

より民衆生活の基盤 IC立つ内発性の強い技術

の発達がこれを促進した。

『 農業全書 J

元禄 9 年(1 697) 成稿の宮崎安貞の 『農業

全書』は，それまでの農書が農政的立場のも

のであったのに対し農民の側lζ立って.もっ

ぱら栽培技術を説き. それも貢租農業であ

る稲作lζ重点をおかず，商品作物IC多くのス

ペースをさき，元禄期における商品経済の発

展を反映した商業的(換金)農業を説いたも

のとして注目される 。

栽培薬種も巻1 01乙 「園lζ作る薬種」 として

登場し ， 21種の具体的栽培技術が記されてい

る 。 栽培薬種の先進地である山城 ・ 大和 ・ 丹

波等における実地の観察経験と.西日本にお

ける老農への諮問を中心とした見聞資料をも

とに記述されている 。

『 大手日本草 』

有用植物としての三草 (木綿， 麻苧，麻.

藍紅花茜根，王事，畑草. 蘭 ， 席草，

菅の 11 種) ，四木(茶，椿.漆，桑の 4 種)

とな らんで薬種の国内自給が農村の経済対策

として重視された ζ とは， 10年余り遅れて刊

行された貝原益軒の 『 大和本草 J (宝永 6 年.

1 709 f!J)では， さらにその種類を増加して

いる点でもこれがうかがわれる 。

『 大和本草 J ICは草部の薬類と して人参以

下77品， 木部では樗以下3 1品 iζ及んでいる 。

正徳 3 年(1 7 1 3) 刊の寺島良安の 『 和漢三才

図会 』 では， 全国的手口薬(国産薬)の生産状

況をみる乙とができる。

宗国

吉宗の殖産興業策

6 代将軍家宣 (1 66 2 - 171 2) ， 7 代将軍

家継の代IC政治顧問と して活躍した新井白石

( 1 6 5 7- 17 2 5 ) は， 実用のための学問とい

う考え方をもってはいたが， つねに武士階級

の利益を発想の中心におき，儒教的理想主義

者であ っ た 。 白石を中心とする儒教による文

治主義が没落し，それに代ったのが 8 代将軍

吉宗 ( 1684 一 175 1)によるJ、わゆる"享保

の治"である 。

吉宗の 同 享保の治"には，次の 3 つの画期

的薬事政策がと られている 。

1)官営薬園の整備 ・ 増設と採薬使の派遣

2 ) 国産薬種(和薬)の検査機関 「和薬改会

所」の開設と流通機構の整備

3) 諸国物産(天然物)調査

乙れら政策は，幕府の殖産興業策の一環と

しての国産薬物の開発 ・ 奨励を前提としたも

のだった。

官営薬園 1)

幕府は. 寛永1 5年(1 638) 江戸城の南(麻

布) ，北(大塚) IC官営薬園を開設2 ) また

2 年遅れて同17年京都鷹峯lζ南北両薬園3) を

開いている 。 これらは，偽薬の流通IC対処す

るため，薬種(唐種・朝鮮種)の真偽鑑別と

その基原植物の正しい認識をもとうとすく行

政機関内部におけるサービスヤード(標本・

教育園)を主目的としていたが， 享保期 lζ入

って整備 ・ 拡張，さらに相次いで新設される

よろになった官営薬園では，薬種栽培生産研

究と薬種の真偽鑑定のための標本確保が. 享

保期以降の官営薬園の性格だ っ た， と いえる。

乙乙で江戸 ・ 京都ともに 2 つの薬園がそれぞ

れ設けられているのは.幕府両典薬頭(半井

と今大路)預りとしたため，その門下の支配

によったための配慮である。

q
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享保期の官営薬園として次のものがある 。

。 吹上花園.江戸城内の将軍家の御花畑

。小石川:貞享元年(1 684) 麻布の薬園を乙

乙 lζ移し，その後数回の拡張を繰り返して.

享保 6 年(1 72 1)拡張整備して東西 2 区lζ

分け，録大規模の中央薬盟と しての性格を

もつに至った。

なお，薬園で栽培の薬種は毎年官医lζ下

付する乙とが行われ，享保 6 年(1 72 1)か

らは幕府両典薬頭が交互に担当して配分を

行うように改められ，原則として12月にそ

れが行われていた。 4 )

。京都 . 元禄11年(1 698) 北薬園が廃され.

藤林氏が以降は代々世襲し幕末に及んだ 。

禁裏への薬種調進の任務をもっていた。

。 長崎ー延宝 8 年(1 680) 唐船持渡の薬草木

を植える目的で十善寺郷iζ開設され.元禄

元年(1 688 ) 岩原郷立山役所内に移り. 享

保 5 年(1 720 ) 小島村の内天草代官所空地

に移転している 。

。 駒場:享保 5 年(1 720 ) 開設，後述の植村

政勝(左平次)預り 。

。 久能山:久能村根古屋(静岡市久能) の人

参植場を享保10年(1 725) 薬園とした。

。 駿府:家康在城時代の御持木林(薬園)を

整備拡張して享保11年 (1726) 開設。

。佐渡傘行所内に開設された特殊薬園で.

享保19年(1 734) 発足。 専ら人参栽培周だ

っ fこ 。 5 )

人参栽培

幕府が貿易決済のために特別鋳造した銀貨

(特鋳銀で圏内には流通しない 。 人参代往古

銀ともいわれ.主として朝鮮人参決済用だが，

他の朝鮮輸入薬種にも適用された)を当てて

まで輸入をはかった朝鮮人参は，その輸入量

が増大し.銀の流出が年々高まるに及んで，

薬用人参の圏内栽培が計画された。

対島藩と長崎の清国人商を通じての 2 つの

ルートで，それぞれ朝鮮種と遼東種の人参生

根と実を入手した幕府は，乙れを江戸の官営

薬園lζ試植するとともに，佐渡 ・ 白光その他

iζ試植させた。

結実lζ成功したのは佐渡が早く，享保10年

(1 725) と記録され 13年には佐渡奉行所

内で箱蒔を行い.以後安定した結実を得るに

至っている。乙の技術を安江政ーは当時流

行の盆栽熱の反映による盆栽技術の応用とみ

ている 。

佐渡では，前記のように奉行所内に官営薬

園を設け，奉行所役人が管理した小規模生産

だったのに対し，日光では農家に栽培を委託

し，フィールド(今市・日光閣の農村地帯に

官営人参栽培場を設置)で行っている。

こうして薬用人参栽培技術が日本で開発

され定着した。 和名オタネニンジン(御種人

参)は，幕府官製の栽培種朝鮮人参に対し業

界側が尊称、して呼んだ名称、の定着したものだ

っ Tこ 。 6)

甲州の甘1it園

甲州上於曽村(山梨県塩山市)で甘草栽培

が行われている事を知った幕府は.享保 5 年

(1720) 8 月ー採薬使丹波正伯を派遣して

確認の上.乙れを免税扱いして幕府保護下で

付近の村に甘草園 3 カ所を設け.栽培管理費

用一切を幕府が支給して甘草栽培に当たらせ

た。 同 8 年(1 723) には，採薬使植村政勝

(左平次) .松井重康を派遣.同国内 6 カ所

に分植させている 。

幕府採薬使

前記の採薬使とは.幕府が国産薬物資源調

査のために全国に派遣した役職で\出張の都

度.巡行地lζ御触書を出し便宜をはかるよう

指示している 。

松井重康の履歴は不詳であるが，阿部将翁

との共著 『 採薬使記 j 3 巻があり. 35カ国の

天然、品 1 07 品を記述している。その子の敬が

編した 『 諸国採薬帳 J (諸国採薬日記)もあ

る。

阿部将翁(友之進?一 1753) は奥州盛岡

の出身で.享保 6 年(1 72 1)幕府が本草花関

する意見を募集したとき応募し，幕府lζ登用

され. r 上言本草』の著書がある。
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享保 5 年 ( 17 20) から採薬調が開始され，

植村政勝， 丹波正伯， 里子目元丈らが参加し

た。 彼らは何れも伊勢国出身で. 松阪かそれ

に近い地に生まれている 。

植村政勝(左平次、 1 695 - 1777 ) は， 吉

宗の紀州藩以来の御庭番出身で，隠密を兼ね

ていた。 元文 5 年(1 740) 吉宗 lζ献上した

『 諸州採薬記 j 9 巻と，宝暦 5 年(1 755 ) 家

重に献上した抄本がある。

丹波正伯(貞機， 1 69 1 - 1756 ) と野邑元

丈(実丈 1693 - 176 1)は町医者出身で\

ともに本草を京都の稲若水(宣義 1655 -

171 5 ) に学んだ問円である 。 丹波が享保 5

年(1 7 20) 幕命で箱根地区の採薬lζ出張の折，

元丈は招かれて郷里ーから出向いて行を共に

し江戸lζ出て幕府 1<:::登用された。

ちなみに丹波は.享保 7 年(1 722 ) 下総滝

野台(船橋市薬園台町)の官営下総牧場の一

角の官地御預りとなって薬園を聞き.和薬栽

培を主目とし幕府御用』ζ薬種を納入するほ

か，残余を市場』ζ出荷するを許されている 。

和薬改会所

全国的採薬調査と併行して，和薬(国産薬)

を全国的流通機構の整備の下 1<:::，公認市場に

流通させる準備が開始された。 その幕府側の

直接責任者が丹波正伯だった。

丹波は.享保 7 年(1 722) 4 月 1 日に正式

lζ幕府医官に登用され.御留守居役(大久保

淡路守組)所属となった。

平日薬検査機関の和薬改会所は， 全国 5 カ所

(江戸 ・ 京 ・ 大坂 ・ 堺 ・駿府)に設けられ.

検査基準の 『 和薬種六ケ篠』が定められた。

乙の作成には，丹波の稲門先輩格の京都の本

草家松岡玄達(恕庵 1668 -1746 )が協力し

ている 。 1) 

なお，享保20年(1 735) 幕府より発せられ

編集後配:昨90年8月 1<:::札幌の地で日本薬

学会が開催された後.次の薬学会年会の講

演〆切まで僅か 4 カ月しかありませんでし

た「諸国産物令J (諸国江産物御尋)は，稲

若水の遺稿 『 庶物類纂 J 1<:::対する丹波正伯の

増修計画によって発令されたものである 。 8)

(注)

(1) 上田三平 ・ 三浦三郎編 『 増補改訂 ・ 日本

薬園史の研究 j 渡辺容店(1 972)

(2) 宗回一 :江戸の官営薬園預りの人びと，

医薬ジャーナル27(5) ( 1 99 1 予定)

(3) 宗国一 .京都御薬園(北区鷹峯藤林町) ，

嶋路ニュース No.26(1961. 10) 同:東福

門院住医官たち，井筒薬品ニュース No. 50 

( 1990 , 10) 

なお.京都の私営宮地御預御薬闘につい

ては.宗国一・嶋路ニュース Nu23 ( 1986 , 

4 ) 参照

(4) 宗国一・幕府官営薬園の薬種下付，医薬

ジャーナ Jレ25(3) (1 989 )

(5) 安江政一 .江戸時代の佐渡における朝鮮

人参の栽培研究について. 薬史誌 17 (1 ), 

(1982) ;同.佐渡奉行所内薬園並lζ人参

値付場所について薬史誌1 80) (1983) 

(6) 宗田一官製栽培種朝鮮人参(オタネニ

ンジン) の販売，医薬ジャーナル27 c1 -4) 

( 1991) 

(7) r 和薬種六ケ燦 』 作成準備の経緯につい

ては. 宗田一・近世本草学と国産薬種I実

学史研究 1 J 恩文閣出版(1 984) 参照

なお.案文が典薬頭らの意見を予め求め

ていた事も判明した 〔宗国一. 和薬 (国産

薬)検査補遺， 医薬ジャーナル 25 (7), 

(1989) ) 

(8) 安江政一 ( r 諸国産物令 』 について.薬

史誌19(2) (1984) )は「医薬品の行政指導

書としての性格が強い」とみているが. ζ

の見解は妥当とはいえない。

たが.次ペー ジの如く多数の一般講演々題

が寄せられました。野上前会長も本会の発

展ぶりに喜んで・お られるでしょう。 (K)
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日本薬学会第111年会薬史学部会
3 月 29 日(金) 東京薬科大学教育 2 号館 1 F 

9: 36-10: 00 

29TM9-1 日本薬局方(J P) に見られたエタノー

ノレの規格 試験法の変遷

東日本学園大歯松本仁人

薬史学会 o 山田光男

29TM9-2 Insul i n およびその製剤に関する薬

局方の史的考察(その 2) 分析技術進歩の影響

薬史学会末広雅也

10:00-11:00 

29TM10- l 近代日本医薬品産業の発展 その 6

J P6 公布(昭和26年)より J P 7 第 l 部及び第2

部(暫定)公布(昭和36年)まで

薬史学会 o 山田久雄山田光男

29TM10- 2 大正観前期における中国産生薬大賞

の輸入IL関する変遷について

近大 ー 薬 o播磨章一，田中康雄

29TM10-3 薬事法と薬剤師法の変遷について

薬史学会末松正雄

29TM10-4 薬の携帯とその容器の史的研究(4 ) 吸

湿の紙念と防湿対策(江戸時代〕

藤沢薬工服部昭

29TM10-5 r 農業全書 JILみられる薬用植物

熊本工大浜田善利

11 ・ 00 - 12 ・ 。。

29TMll - l ツュンベリーの来日とその意義(第 9

報)ー来日前の医学研究についてー

日本ツュンベリー協会 口高橋文

東京薬大川瀬清

29TMII - 2 勝山忠雄・略歴および札幌時代の医療

活動

北海道薬大吉沢逸雄

29TMII - 3 北必道初の薬学研究発表をした竹内余

所J欠良[1

北海道薬剤師会・札幌支部本間賢次郎

29TMII - 4 星一言語録(その 3) : r星ーの哲学」

星薬大 三津美和

29TMII - 5 岡山県の植物研究家 吉野善介

岡山県小山鷹二

1 :00-2:00 

29TM1-l 1940 年代初期における「薬学新体制」

論議について

東京薬大川瀬清

29TMI-2 第二次大戦後の日本薬学会， 日本薬剤l

師会学術大会の歩み(1ト その分科会を中心IL

薬史学会金庭延慶

29TMI-3 医薬兼業の西洋医学を伝えた和蘭軍医

ポンベと医薬分業の西洋医学を伝えた蘭医エノレ

メレンス(完全医薬分業ができなかった史的考

究第 3 報)

薬史学会中室嘉祐

29TMI-4 クリニカノレ ファーマシーの歴史と思

想第4 報

大阪大医環境医学辰野美紀

29TMト 5 医薬分業はいかなるコンテクストで語

られてきたか

中川フォーラム(医療人額学研究会)松山圭子

一ー部会招待講演一一

2: 00-3 :00 

29TM2-1 新出の医薬関係史料をめぐって一 日中

伝統医学の分野から ー

北里研究所東洋医学総合研究所小曽戸洋

3:00-4: 00 

29TM3-1 中世~近代ノレネッサンス移行期におけ

る中近東・西欧医薬のー断面 ーダイ エ y ト養

生法の絵巻とサレノレノ養生訓をめぐって一

明薬大大槻真一郎

............................................................�............ 
(第 2 ページより 認識され薬史研究の輪が広がる乙とを期待し

会員増強.講演会，見学会などの活動方針を | たい。 (平成 2 年11月 3 日発行)

決めた。乙れを機lζ若い薬学徒lζ薬史研究へ

の関心を持たせ，事の本質を見極めるように I I 薬史学会々費の納入を
なるよう，薬史研究のし易い環境を提供する I I 
面lζ活力を発揮してほしい。薬史研究は収入 I I 一般(年)駒00円学生(年) 2，000 円

1L繋がらず.薬界人として業績評価にも繋が I I 鍍替口座東京 2 ・ 67473 日本薬史学会
りにくい函はあるが，何とかその意義が広く
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